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前
立
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
治
療
が
必
要

な
状
態
と
考
え
ら
れ
た
場
合
か
つ
手
術
や
放

射
線
療
法
を
行
わ
な
い
、
あ
る
い
は
で
き
な

い
場
合
に
薬
物
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
手
術
や
放
射
線
治
療
に
組
み
合
わ

せ
て
、
一
定
期
間
だ
け
薬
物
療
法
を
併
用
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
存
在
下
で
前
立
腺
が
ん

細
胞
が
増
殖
す
る
た
め
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
を

抑
え
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
が
最
も
標
準
的
治
療

で
す
。
非
常
に
効
果
が
高
い
の
で
す
が
、
長

期
治
療
で
効
果
が
減
弱
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
効
果
が
減
弱
し
た
場
合
、
ホ
ル
モ
ン

療
法
抵
抗
性
の
前
立
腺
が
ん（
図
１
）と
診

断
し
、
抗
が
ん
剤
治
療
や
、
新
し
い
抗
ア
ン

ド
ロ
ゲ
ン
剤（
後
述
）な
ど
を
使
用
し
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
診
断
時
に
す
で
に
進
行
し

た
前
立
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
最

初
か
ら
抗
が
ん
剤
や
、
新
規
治
療
薬
を
使
用

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
療
法
中
は
、
血
液
検
査
に
よ
り
Ｐ

Ｓ
Ａ
値
の
推
移
と
副
作
用
の
確
認
を
行
い
ま

す
。
進
行
が
ん
の
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て

Ｃ
Ｔ
や
骨
シ
ン
チ
と
い
う
検
査
な
ど
で
画
像

評
価
も
行
い
ま
す
。

　

治
療
効
果
、
副
作
用
や
患
者
さ
ん
の
全
身

状
態
を
鑑
み
て
、
薬
の
継
続
、
中
止
、
変
更

を
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

　

男
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
、
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン

の
受
容
体
へ
の
結
合
を
阻
害
す
る
抗
ア
ン
ド

ロ
ゲ
ン
剤（
ビ
カ
ル
タ
ミ
ド
、
フ
ル
タ
ミ
ド
）

を
内
服
し
ま
す
。

　

精
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン

（
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
）を
抑
制
す
る
た
め
に
、

リ
ュ
ー
プ
ロ
レ
リ
ン
、
ゴ
セ
レ
リ
ン
、
デ
ガ

レ
リ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
を
１
～
６
か
月
ご
と

に
お
腹
や
腕
に
注
射
し
ま
す
。多
く
の
場
合
、

内
服
と
注
射
を
併
用
し
ま
す（
図
２
）。

　

共
通
す
る
副
作
用
に
、
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ

ュ（
の
ぼ
せ
、
ほ
て
り
、
発
汗
）、
性
機
能
障

害
、
乳
房
腫
脹
、
肝
障
害
、
高
血
圧
、
筋
力

低
下
、
長
期
使
用
で
骨
粗
鬆
症
や
心
血
管
系

疾
患
の
リ
ス
ク
増
加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
注

射
部
位
の
痛
み
、
出
血
、
硬こ

う

結け
つ

、
潰か

い

瘍よ
う

を
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

が
ん
細
胞
の
細
胞
分
裂
を
阻
害
し
、
増
殖

を
抑
え
る
薬
を
、
３
週
間
ご
と
に
点
滴
で
投

与
し
ま
す
。
副
作
用
を
抑
え
る
た
め
、
副
腎

皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
飲
み
薬
を
併
用
し
ま
す
。

初
め
て
の
投
与
は
、
入
院
で
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
外
来
通
院
で
治
療
可
能
で
す
。

●
ド
セ
タ
キ
セ
ル
は
、
古
く
か
ら
ホ
ル
モ
ン

療
法
抵
抗
性
の
前
立
腺
が
ん
に
用
い
ら
れ
、

効
果
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
一
般
的
な
副

作
用
は
、
脱
毛
、
む
く
み
、
爪
の
変
化
、
ア

レ
ル
ギ
ー
、
免
疫
低
下（
白
血
球
減
少
）、
食

欲
低
下
、
腹
痛
、
下
痢
、
関
節
痛
、
し
び
れ

な
ど
で
す
。
海
外
で
の
使
用
経
験
よ
り
、
昨

年
か
ら
日
本
で
も
、
未
治
療
の
進
行
前
立
腺

が
ん
へ
の
投
与
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

●
カ
バ
ジ
タ
キ
セ
ル
は
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
も

ド
セ
タ
キ
セ
ル
も
効
か
な
く
な
っ
た
場
合
に

使
用
さ
れ
ま
す
。免
疫
低
下（
白
血
球
減
少
）、

脱
毛
、
む
く
み
、
爪
の
変
化
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、

食
欲
低
下
、
腹
痛
、
下
痢
、
関
節
痛
、
し
び

れ
な
ど
が
一
般
的
な
副
作
用
で
す
。
感
染
症

を
予
防
す
る
た
め
白
血
球
を
増
や
す
注
射
を

併
用
し
ま
す
。

　

ホ
ル
モ
ン
療
法
抵
抗
性
の
前
立
腺
が
ん
に

対
す
る
新
し
い
内
服
薬
が
開
発
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
生
存
率
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
エ
ン
ザ
ル
タ
ミ
ド
は
新
規
抗
ア
ン
ド
ロ
ゲ

ン
剤
で
す
。
副
作
用
は
、
高
血
圧
、
便
秘
、

疲
労
、
食
欲
低
下
、
体
重
減
少
な
ど
で
す
が
、

ま
れ
に
け
い
れ
ん
や
、
血
小
板
減
少
な
ど
が

起
こ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
転
移

の
あ
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
未
治
療
の
前
立
腺
が

ん
に
対
し
て
も
使
用
し
ま
す
。

次
回
か
ら
は
「
膵
が
ん
」に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

●
ア
ビ
ラ
テ
ロ
ン
は
、
新
規
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン

合
成
阻
害
薬
で
す
。
副
作
用
軽
減
の
た
め
、

副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
と
一
緒
に
内
服
し
ま

す
。
疲
労
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

肝
障
害
に
注
意
が
必
要
で
す
。
カ
リ
ウ
ム
低

下
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
、
浮
腫
な
ど
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。
骨
転
移
が
多
数
あ
る
ホ
ル

モ
ン
療
法
未
治
療
の
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て

も
使
用
し
ま
す
。

●
ア
パ
ル
タ
ミ
ド
は
、
転
移
の
な
い
ホ
ル
モ

ン
療
法
抵
抗
性
の
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て
使

用
し
ま
す
。
皮
疹
、
疲
労
、
高
血
圧
、
下
痢
、

悪
心
、
関
節
痛
な
ど
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
転
移
が
あ
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
未

治
療
の
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て
も
使
用
し
ま

す
。

●
ダ
ロ
ル
タ
ミ
ド
も
、
転
移
の
な
い
ホ
ル
モ

ン
療
法
抵
抗
性
の
前
立
腺
が
ん
に
用
い
ら
れ

ま
す
。
疲
労
、高
血
圧
、皮
疹
、下
痢
、悪
心
、

関
節
痛
、め
ま
い
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

が
ん
細
胞
に
よ
っ
て
免
疫
機
構
が
抑
制
さ

れ
る
過
程
を
阻
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
が
ん

に
対
抗
す
る
薬
で
す
。
と
き
に
、
免
疫
疾
患

に
か
か
わ
る
重
大
な
副
作
用
を
生
じ
ま
す
。

●
が
ん
組
織
の
遺
伝
子
異
常
で
あ
る
高
頻
度

マ
イ
ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト
不
安
定
性
が
認
め
ら

れ
た
場
合
に
、
ペ
ン
ブ
ロ
リ
ズ
マ
ブ
が
投
与

可
能
で
す
。
３
週
間
あ
る
い
は
６
週
間
ご
と

に
点
滴
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
で
こ
の
遺
伝
子
異
常
が
検
出

さ
れ
る
可
能
性
は
約
３
％
で
、
対
象
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
オ
ラ
パ
リ
ブ
は
、
ほ
か
の
薬
の
効
果
が
な

か
っ
た
ホ
ル
モ
ン
療
法
抵
抗
性
の
前
立
腺
が

ん
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
遺
伝
子（
が
ん
抑
制
遺
伝

子
の
ひ
と
つ
）の
変
異
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

使
用
で
き
る
お
薬
で
す
。
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検

査
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
遺
伝
子
変
異
を
認
め
る
可

能
性
は
約
６
％
で
、
対
象
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
嘔
気
嘔
吐
、
貧
血
、
疲
労
、
味
覚
異
常

が
主
な
副
作
用
で
す
。

　

前
立
腺
が
ん
の
薬
物
療
法
は
多
岐
に
わ
た

り
、
そ
の
効
果
は
高
く
、
手
術
や
放
射
線
治

療
が
行
え
な
い
進
行
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場

合
も
、
多
く
の
場
合
５
年
以
上
の
生
存
期
間

が
望
め
ま
す
。
条
件
が
あ
っ
た
り
、
副
作
用

が
心
配
さ
れ
る
薬
剤
も
あ
る
た
め
、
ど
の
治

療
を
行
う
か
は
、
主
治
医
の
先
生
と
よ
く
相

談
し
て
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
薬
剤
が
開
発
中
で
あ
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
延
命
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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ホ
ル
モ
ン
療
法
の
ほ
か
に
も
、

種
類
豊
富
な
薬
剤

1

終
わ
り
に

2

図2

ホルモン療法

ホルモン療法抵抗性前立腺がんの経過図1

前
立
腺
が
ん
の
薬
物
療
法

部
が 位
ん 別
研
究
室

前
立
腺
が
ん
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
は
薬
物
療
法
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

（
が
ん
研
究
会
有
明
病
院
の
先
生
方
に
リ
レ
ー
形
式
で
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
）
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